
【Q&A】

Googleの新プライバシーポリシーは、今回大学が導入する「Gmail（Google Apps for Education）」にも適用されますが、これによっ
て、Gmailの導入を中止する、もしくは延期する等の措置をとることは、今のところ予定しておりません。

ちなみに、Googleの一般ユーザ向けアカウントと、今回大学が導入するGoogle Appsのアカウントは別ものであり、後者は、
Google社ではなく、ドメイン管理者（本学では図書・情報館）が管理を行います（学内のアカウント管理システムと連携してGoogle
のサービスを利用する形になります）。

また、大学がGoogleのサービスを利用するうえで、Google Apps上に登録しているユーザ情報は、氏名とメールアドレスのみで
す。

Googleは、「新方針はユーザーの利便性を高めるのが目的」「新たな情報を収集するものではない」としていますが、個人情報を
一元管理することについて、プライバシー保護の観点でご懸念があるようでしたら、以下のいずれかの対策をとられることをお薦
めします。

・大学のメールでは、ブラウザでなく一般のメーラ（メールソフト）を使う。
・大学のメールをブラウザで使う場合、Googleの一般ユーザー向け無料サービス（Google検索、YouTubeなど）について、ログイン
せずに使える場合はログアウトして使う（注：これらのサービスは、GmailにGoogleAppsアカウントでログインした状態のままですと、
そのアカウントで利用できてしまいます）。もしくは、個人のGoogleアカウントと切り分けて、場合によってはサービスごとでもアカウ
ントを切り分けて使う。
・Gmail以外のGoogleのサービスは使わない（他社のサービスを使う）。

なお、図書・情報館では、今回の問題に対するGoogle側の動きや他大学の動向等について引き続き注視していくとともに、状況
に応じて、学生・教職員に必要な情報提供や注意喚起を行うなどの対応を行っていきたいと考えています。
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Q　Googleが2012年3月から導入した新しい利用規約がプライバシー論議を呼んでいるが、大学として何か対策を考えている
か。


